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応
永
初
年
ご
ろ
の
耕
雲
（
子
晋
明
魏
）
に
つ
い
て大　

橋　

直　

義

は
じ
め
に

南
朝
を
出
奔
し
た
後
に
足
利
義
満
・
義
持
に
近
侍
し
た
耕
雲
（
花

山
院
長
親
／
子
晋
明
魏
）
の
閲
歴
や
著
述
・
書
写
活
動
に
つ
い
て
は
、

そ
の
歌
人
・
古
典
学
者
と
し
て
の
側
面
か
ら
の
検
討
が
主
に
蓄
積
さ

れ
て
き
た（

１
）。

そ
の
一
方
、
明
徳
年
間
（
一
三
九
〇
～
九
四
）
に
聖
徒
明

麟
に
師
事
し
た
後
の
臨
済
宗
法
燈
派
僧
と
し
て
の
活
動
、
そ
の
法
脈

と
深
く
関
わ
る
寺
社
縁
起
制
作
者
と
し
て
の
一
面
に
関
し
て
は
、
い

ま
だ
不
明
瞭
な
点
が
多
い
と
せ
ざ
る
を
え
な
い（

２
）。
稿
者
の
関
心
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
耕
雲
の
寺
社
縁
起
作
者
と
し
て
の
側
面
に
あ
り（

３
）、

そ
こ
に
焦
点
を
絞
っ
た
論
考
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
出
家
し
た
直
後
の
時
期
に
あ
た
る

応（
一
三
九
四
）

永
元
年
頃
の
動
向
に
関
わ
る
資
料
の
存
在
を
知
り
え
た
。小
稿
は
、

そ
の
意
義
を
速
報
的
に
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

応
永
元
年
の
前
後

お
そ
ら
く
は
明（

一
三
九
二
）

徳
三
年
頃
、
無
本
覚
心
資
の
孤
峰
覚
明
、
お
よ
び

そ
の
資
・
聖
徒
明
麟
に
師
事
し
て
出
家
し
た
耕
雲
は
、
覚
心
が
開
山

と
な
り
、
聖
徒
明
麟
が
住
持
を
務
め
て
い
た
北
山
妙
光
寺
（
花
山
院

師
継
［
一
二
二
一
～
八
一
］
開
基
）
を
当
時
の
居
所
と
し
て
い
た
と
推
定

さ
れ
る
。

応（
一
四
〇
二
）

永
九
年
、耕
雲
は
衣
奈
八
幡
神
社
蔵
『
衣
奈
八
幡
宮
縁
起
絵
巻
』

を
書
写
し
、
殊
に
巻
下
に
お
い
て
は
同
社
に
特
有
の
縁
起
言
説
を
増

補
（「
改
作
」）
し
て
い
る
が
、
現
在
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
巻
下
末

尾
に
次
の
よ
う
な
奥
書
が
存
し
て
い
た
こ
と
が
同
社
の
蔵
す
る
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文（
一
八
〇
七
）

化
四
年
写
本
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る（
４
）。

鷲
峯
の
明
用
都
管
は
わ
が
法
兄
也
。
す
ぎ
に
し
明
徳
の
頃
、
此

縁
起
著
述
の
事
懇
命
あ
り
。
か
の
衣
奈ノ

御
園
に
檀
家
の
因
縁
あ

る
ゆ
へ
な
る
へ
し
。
し
か
れ
と
も
、
大
菩
薩
の
高
迹
、
吾
朝

六
十
余
州
の
所
々
の
源
記
に
こ
と
な
り
ぬ
れ
は
、
い
ま
さ
ら
に

改
作
せ
ん
事
い
か
ゝ
と
お
も
ひ
て
、
歳
月
を
ゝ
く
り
ぬ
。
し
か

る
に
応
永
庚

　

辰
の
秋
、
前
妙
光
聖
徒
和
尚
鷲
峯
ニ
住
持
し
給
、
此

地
近
境
な
る
に
よ
り
て
、
都
管
又
和
尚
の
厳
命
を
か
り
て
、
懇

請
再
三
に
及
へ
り
。［
…
略
…
］

明
徳
年
間
、
自
身
と
同
じ
く
聖
徒
明
麟
の
法
脈
に
連
な
り
つ
つ
、

「
鷲
峯
」
す
な
わ
ち
由
良
興
国
寺
に
住
す
る
明
用
都
管
よ
り
、
衣
奈

八
幡
宮
の
縁
起
を
「
著
述
」「
改
作
」
す
る
よ
う
依
頼
を
受
け
る
。

耕
雲
は
一
端
は
固
辞
す
る
も
の
の
、
興
国
寺
に
移
っ
た
聖
徒
明
麟
の

口
添
え
も
あ
っ
て
引
き
受
け
た
と
す
る
。
出
家
前
の
花
山
院
長
親
は

南
朝
歌
壇
の
主
導
的
立
場
に
あ
り
、
そ
の
才
と
学
識
は
広
く
知
ら
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
徳
年
間
以
前
に
長
親
が
寺
社
縁

起
の
著
述
あ
る
い
は
書
写
に
関
わ
っ
た
事
例
は
こ
れ
ま
で
に
見
い
だ

せ
て
お
ら
ず
、
こ
の
段
階
ま
で
そ
う
い
っ
た
経
験
が
な
か
っ
た
可
能

性
も
高
い
。
お
そ
ら
く
は
そ
の
文
才
・
名
声
に
よ
っ
て
依
頼
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

耕
雲
は
応（

一
三
九
四
）

永
元
年
十
一
月
二
十
七
日
に『
霊
巌
寺
縁
起
』（
内
題「
紀

伊
國
在
田
郡
廣
庄
補
陀
山
／
霊
巖
禅
寺
縁
起
」）
を
著
述
・
書
写
し
て
い
る
。

福
田
秀
一
論
考（
５
）の
段
階
ま
で
は
出
雲
雲
樹
寺
に
蔵
さ
れ
る
近
世
写
本

が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
今
世
紀
に
入
っ
て
国
文
学
研
究
資

料
館
が
耕
雲
自
筆
の
巻
子
本
一
軸
を
蔵
す
る
に
至
っ
て
い
る
。な
お
、

従
来
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
雲
樹
寺
本
の
錯
簡
は
、
自
筆
本
に
お
い

て
、
第
十
五
紙
の
直
後
に
継
が
れ
る
べ
き
料
紙
が
第
十
三
紙
と
し
て

継
が
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
旨
、
付
記

し
て
お
く
。『
霊
巌
寺
縁
起
』の
性
格
に
つ
い
て
も
別
稿
を
期
し
た
い
。

「
応
永
初
年
頃
」
の
成
立
と
さ
れ
て
き
た
『
両
聖
記
』
に
つ
い
て
、

『
聖
廟
法
楽
和
歌
』
と
の
関
連
か
ら
再
考
を
促
し
た
佐
々
木
創
は
、

両
書
に
共
通
す
る
蔵
光
庵
の
縁
起
部
分
が
応（

一
三
九
五
）

永
二
年
六
月
に
耕
雲
に

よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

６
）。

同
年
七
月
に
は
、
花
山
院
通
定
が
出
家
す
る
に
際
し
、
東
山
華
頂

山
に
所
在
し
た
花
山
院
家
別
業
を
禅
院
と
改
め
、如
住
院
と
号
し
た
。

こ
の
時
期
以
後
、
耕
雲
の
住
房
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

７
）。

『
慈
眼
堂
文
書
』
巻
一
所
収
「
中
院
観
音
縁
起
」

応
永
元
年
十
一
月
に
（
お
そ
ら
く
は
紀
州
に
赴
い
て
）『
霊
巌
寺
縁
起
』

を
著
し
た
直
後
、
耕
雲
は
、
応
永
二
年
正
月
、
嵯
峨
二
尊
院
門
前
の

慈
眼
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
藤
原
定
家
の
念
持
仏
に
つ
い
て
の
縁
起

を
書
写
し
て
い
る
。次
の
建（

一
二
五
五
）

長
七
年
の
奥
書
を
有
す
る
縁
起
本
文
と
、

そ
の
縁
起
を
書
写
し
た
際
の
耕
雲
に
よ
る
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
二
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紙
は
、
中
院
町
文
化
財
保
存
会
蔵
『
慈
眼
堂
文
書
』
巻
一
の
冒
頭
に

継
が
れ
て
い
る
も
の
。
現
段
階
で
は
精
細
な
調
査
を
行
な
う
に
は

至
っ
て
お
ら
ず
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
「
京
都
市
指
定
の
文
化
財
」

展
（
二
〇
一
九
年
八
月
～
一
〇
月
）
に
参
考
出
陳
さ
れ
た
際
に
実
見
し
た

限
り
だ
が
、
第
一
紙
・
第
二
紙
は
同
一
の
料
紙
、
筆
跡
も
同
一
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。
以
下
の
引
用
は
、
同
展
に
お
い
て
掲
示
さ
れ
て

い
た
翻
刻
本
文
に
拠
っ
た
（
□
は
原
本
の
破
損
な
い
し
虫
損
）。

［
第
一
紙
］

京
極
黄
門
定
家
卿
小
倉
山
庄
に
隠
遁
し
給
ひ

御
名
を
止
観
明
静
と
そ
申
け
る
観
世
音
を
為

安
置
朝
暮
勤
行
無
懈
怠
春
秋
八
十
歳
ニ
而

卒
去
し
た
ま
ふ
御
息
中
院
為
家
卿
其
辺
り
に

草
庵
結
ひ
彼
霊
像
信
心
明
静
に
替
ら
せ
不
承

尤
此
本
尊
は
春
日
御
作
に
て
御
丈
壱
尺
八
寸
な
り

霊
験
は
難
筆
紙
尽
略
之
両
卿
哥
道
秀
給
ふ
も

此
霊
像
渇
仰
の
掌
を
合
て
信
仰
の
頭
を
傾

さ
せ
給
ふ
故
な
ら
む
や
然
る
処
予
常
々
観
世
音

奉
尊
敬
事
被
為
及
聞
此
尊
像
可
□
守
由
に
て

伝
へ
給
し
よ
り
日
夜
朝
暮
無
懈
怠
奉
礼
拝

後
世
猶
諸
人
為
奉
仰
荒
増
由
縁
誌
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峨
山
沙
門

　
　

建
長
七
乙
卯
中
夏
念
日　
　
　
　
　
　

□
□
誌

［
第
二
紙
］

右
の
本
尊
に
此
縁
相
添
寺
院
に
守
伝
侍
□

今
は
小
倉
の
麓
民
家
に
奉
守
し
を
乞
求
メ

奉
拝
礼
古
之
縁
記
書
写
し
猶
後
の
世
の

人
奉
信
仰
事
を
希
し
而
已

　
　

応
永
乙

　

亥
年
正
月　
　
　
　

耕
雲

こ
の
縁
起
を
書
写
す
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
も
ち
ろ
ん
藤
原
定

家
へ
の
崇
敬
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
同
時
に
、
耕
雲
が
有
し
て
い
た

観
音
信
仰
も
関
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
詳
細
は
別
に
論
じ

る
こ
と
に
し
た
い
が
、
耕
雲
が
後
に
著
し
た
『
耕
雲
紀
行
』
に
は
、

こ
の
度
も
勢
多
の
橋
に
か
ゝ
り
て
、
石
山
に
詣
づ
。
二
十
年
ば

か
り
さ
き
に
参
り
て
、
一
夜
と
ゞ
ま
り
し
ぞ
か
し
。
昔
、
初
瀬

に
参
り
し
時
、
宝
前
に
仮
寝
し
て
、
霊
夢
を
感
じ
て
、
素
願
を

成
就
し
に
き
。
大
聖
は
い
づ
く
も
同
躰
の
大
悲
、変
る
事
な
し
。

と
あ
る
。
石
山
寺
・
長
谷
寺
と
も
に
西
国
三
十
三
箇
所
の
重
要
寺
院

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
観
音
の
霊
験
仏
を
本
尊
と
し
て
い
る
。

応（

一

四

二

六

）

永
三
十
三
年
に
足
利
義
持
が
本
尊
戸
帳
を
奉
納
し
た
際
、
耕
雲
が

「
御
願
旨
趣
」
を
執
筆
し
た
粉
河
寺
は
も
ち
ろ
ん
、
先
に
言
及
し
た
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霊
巌
寺
も
観
音
が
本
尊
で
あ
る
。

『
耕
雲
歌
巻
』
―
特
に
石
水
博
物
館
蔵
自
筆
本
に
つ
い
て

よ
し
の
は
つ
せ
の
花
を
見
し
む
か
し
は
、
色
空
の
理
を
観
し
て

眼
の
う
へ
の
ち
り
を
は
ら
ひ
き
、
北
山
西
嶺
の
雲
に
ふ
す
い
ま

は
、
直
指
の
道
を
き
は
め
て
心
の
う
ち
の
ぬ
し
を
た
つ
ぬ
、［
…

略
…
］

右
の
本
文
は
『
耕
雲
歌
巻
』
の
冒
頭
の
一
文
で
あ
る
。「
吉
野
・

初
瀬
の
花
を
見
し
昔
」
と
「
北
山
・
西
嶺
の
雲
に
臥
す
今
」
と
が
隔

句
対
を
構
成
す
る
。
南
朝
に
仕
え
て
世
俗
に
あ
っ
た
時
代
に
は
「
色

空
の
理
」
を
観
念
す
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、出
家
後
、京
に
赴
き
「
北

山
・
西
嶺
」
に
住
す
る
今
は
禅
徒
と
し
て
の
実
践
を
行
な
っ
て
い
る

と
理
解
す
れ
ば
良
い
だ
ろ
う
か
。
研
究
史
に
お
い
て
は
、
こ
こ
に
東

山
の
如
住
院
（
耕
雲
庵
）
を
思
わ
せ
る
表
現
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、

「
北
山
」
つ
ま
り
妙
光
寺
に
耕
雲
が
住
し
て
い
た
時
期
、
つ
ま
り
如

住
院
が
禅
院
と
改
め
ら
れ
た
応
永
二
年
七
月
以
前
に
本
書
が
著
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
き
た（

８
）。

し
か
し
な
が
ら
、
前
節
で
言
及
し
た
『
慈

眼
堂
文
書
』
巻
一
第
二
紙
に
見
え
る
応
永
二
年
正
月
の
年
記
を
考
え

る
な
ら
、
こ
こ
で
の
「
西
嶺
」
は
二
尊
院
の
門
前
に
位
置
す
る
慈
眼

堂
の
周
辺
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、

『
耕
雲
歌
巻
』
と
『
慈
眼
堂
文
書
』
巻
一
の
第
一
・
第
二
紙
と
は
、

相
互
に
そ
の
意
義
を
補
い
あ
い
つ
つ
、
耕
雲
が
応
永
二
年
正
月
頃
に

「
西
嶺
」
す
な
わ
ち
慈
眼
堂
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
に
住
し
て
い
た
こ

と
を
証
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
き
た
い
。

な
お
、
花
山
院
長
親
の
軒
号
で
あ
る
「
耕
雲
」
に
つ
い
て
、
如
住

院
に
彼
が
住
し
、
そ
こ
を
「
耕
雲
庵
」
と
号
し
た
こ
と
か
ら
、
耕
雲

と
い
う
軒
号
を
用
い
は
じ
め
た
と
す
る
見
解
に
対
し
、
如
住
院
へ
の

移
住
以
前
つ
ま
り
出
家
直
後
か
ら
「
耕
雲
」
と
い
う
軒
号
を
用
い
始

め
て
い
た
と
す
る
別
府
節
子
論
考（

９
）の

見
解
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
耕
雲

歌
巻
』
末
尾
に
「
耕
雲
山
人
拝
書
」
と
す
る
奥
書
が
見
え
る
こ
と
に

拠
る
の
だ
が
、
こ
の
点
、
応
永
二
年
正
月
の
『
慈
眼
堂
文
書
』
第
二

紙
に
「
耕
雲
」、
同
年
六
月
の
『
聖
廟
法
楽
和
歌
』
の
縁
起
部
分
の

奥
書
に
「
応
永
二
年
夏
六
月
上
澣
耕
雲
野
衲
明
魏
拝
書
」
と
見
え
る

こ
と
は
別
府
論
考
の
推
定
を
補
強
す
る
と
言
え
よ
う
。

三
重
県
津
市
に
所
在
す
る
石
水
博
物
館
は
、
近
世
に
伊
勢
商
人
で

あ
っ
た
川
喜
多
家
が
蒐
集
し
た
古
典
籍
を
多
数
所
蔵
す
る
こ
と
で
知

ら
れ
る
が）

（1
（

、
そ
こ
に
極
札
の
添
え
ら
れ
た
『
耕
雲
歌
巻
』
一
軸
が
蔵

さ
れ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た）

（（
（

。
極
札
の
表
書
に

は
「
耕
雲
軒
明
魏 

よ
し
の
は
つ
せ
の

　
　
　
　

有
名
一
巻

（
朱
方
印
）」
と
あ
り
、裏
に
は
「
巻

物　

丙
　

午 

極
」
と
同
筆
で
記
さ
れ
、
上
方
に
朱
の
割
印
、
下
方
に
神

田
道
伴
の
墨
長
方
印
が
捺
さ
れ
る
。
そ
の
筆
跡
か
ら
四
代
神
田
道
伴

の
も
の
と
認
め
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
「
丙
午
」
は
享（

一
七
二
六
）

保
十
一
年
に
あ

た
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
に
蔵
さ
れ
る
水
野
家
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
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既
に
耕
雲
の
筆
跡
を
模
し
た
近
世
写
本
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
て

い
る
が
、
石
水
博
物
館
蔵
本
は
、
そ
の
筆
跡
を
『
霊
巌
寺
縁
起
』『
衣

奈
八
幡
宮
縁
起
』
等
の
応
永
年
間
初
期
に
耕
雲
が
著
し
た
こ
と
が
確

か
な
も
の
と
比
較
検
討
し
た
結
果
、
耕
雲
の
自
筆
本
で
あ
る
蓋
然
性

が
極
め
て
高
い
も
の
と
結
論
づ
け
る
に
至
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
別
稿
に
お
い
て
影
印
・
翻
刻
を
示
し
つ
つ
詳
し
く
論
じ
る
予
定

で
あ
る）

（1
（

。

以
下
、
小
稿
の
末
尾
に
、
石
水
博
物
館
蔵
〔
室
町
時
代
初
期
・
耕

雲
自
筆
〕『
耕
雲
歌
巻
』
一
軸
の
略
解
題
を
付
す
。

函
架
番
号
、
巻
子
11
。〔
江
戸
時
代
前
期
〕
巻
子
改
装
、
原
装

は
折
本
。〔
近
代
〕
後
補
緑
色
絹
表
紙
お
よ
び
裏
打
（
二
九
・
〇

×
三
二
・
二
糎
）。
外
題
、
無
。
本
文
料
紙
、
楮
紙
打
紙
。
原
料

紙
は
全
六
紙
（
墨
付
五
紙
、二
八
・
〇
×
一
七
八
・
七
糎
）。
巻
軸
に〔
近

代
〕
後
補
料
紙
が
継
が
れ
る
。
有
辺
有
界
（
緑
青
）。
上
欄
、二
・

四
糎
。
下
欄
、
二
・
三
糎
。
界
幅
、
二
・
三
糎
（
十
行
幅
、

二
二
・
五
糎
）。
内
題
、
無
。
書
出
「
よ
し
の
は
つ
せ
の
花
を
見

し
む
か
し
は
／
色
空
の
理
を
観
し
て
眼
の
う
へ
の
ち
り
／
…
」。

奥
書
「
耕
雲
山
人
拜
書
」（
第
五
紙
最
終
行
）。
本
文
一
筆
。
耕
雲

の
自
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
後
補
函
に
四
代
神
田
道
伴
に
よ
る
極

札
（
享
保
十
一
年
）
存
。（
表
）「
耕
雲
軒
明
魏 

よ
し
の
は
つ
せ
の

　
　
　
　

有
名
一
巻
（
朱

方
印
）」、（
裏
）「（
朱
割
印
）
巻
物　

丙
　

午 

極
（
墨
長
方
印
）」。

お
よ
び
耕
雲
の
閲
歴
を
記
し
た
〔
江
戸
後
期
〕
写
切
紙
一
鋪
あ

り
。
原
装（
折
本
）に
お
い
て
は
半
葉
五
行
。
谷
折
に
あ
た
る
五
・

六
行
目
以
下
十
行
ご
と
に
書
写
直
後
の
乾
き
き
ら
な
い
墨
が
隣

行
に
写
る
こ
と
、　

お
よ
び
虫
損
修
覆
痕
に
よ
っ
て
折
本
が
原

装
で
あ
っ
た
こ
と
が
強
く
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
第
五
紙
最
終

行
の
奥
書
に
続
く
第
六
紙
は
、
冒
頭
三
行
分
が
裁
断
さ
れ
た
上

で
継
が
れ
て
い
る
。
本
書
の
伝
来
等
に
関
わ
る
識
語
等
が
記
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
不
詳
。
改
装
の
時
期
は
、
享
保

十
一
年
の
極
札
に
「
巻
物
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
七
世
紀
以

前
の
段
階
か
。

［
注
］

（
１
） 

岩
橋
小
弥
太
「
耕
雲
明
魏
」（『
国
語
と
国
文
学
』
二
八
巻
一
一
号
、

一
九
五
一・一
）、井
上
宗
雄『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
前
期〔
改

訂
新
版
〕』（
風
間
書
房
、
一
九
八
四
・
六
）、
同
『
中
世
歌
壇
史
の

研
究　

南
北
朝
期
〔
改
訂
新
版
〕』（
明
治
書
院
、
一
九
八
七
・
五
）、

福
田
秀
一
「
花
山
院
長
親
の
生
涯
と
作
品
」（『
中
世
和
歌
史
の
研

究
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二・
三
）
等
。

（
２
） 

村
田
正
志
「
花
山
院
長
親
と
衣
奈
八
幡
宮
縁
起
絵
巻
」（『
増
補
南

北
朝
史
論
』
村
田
正
志
著
作
集
１
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
八
三
・
三
）
お
よ
び
前
掲
注
（
１
）
福
田
論
考
に
も
多
く
の

言
及
が
あ
る
。

（
３
） 大
橋
直
義
「
道
成
寺
創
建
縁
起
と
『
道
成
寺
縁
起
』」（『
中
世
文
学
』
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六
六
号
、
二
〇
二
一・
六
）
に
お
い
て
も
言
及
し
た
。

（
４
） 『
和
歌
山
県
史 

中
世
史
料
二
』
所
収
本
文
に
拠
っ
た
。

（
５
） 
前
掲
注
（
１
）
福
田
秀
一
論
考
。

（
６
） 佐
々
木
創
「
伏
見
宮
家
の
『
聖
廟
法
楽
和
歌
』
―
『
両
聖
記
』
説

話
成
立
の
背
景
」（『H

ERIT
EX

』
三
号
、
二
〇
二
〇
・
三
）。

（
７
） 

前
掲
注
（
１
）
福
田
論
考
は
、
如
住
院
を
開
い
た
の
は
耕
雲
自
身

で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

（
８
） 前
掲
注
（
１
）
福
田
論
考
は
「「
西
嶺
」
は
妙
光
寺
と
別
に
そ
の

頃
彼
が
居
た
所
を
指
す
や
う
で
も
あ
る
が
、
さ
う
し
た
場
所
や
事

蹟
は
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
し
、
上
述
の
や
う
な
妙
光
寺
の
位
置
か
ら

考
へ
て
、
こ
の
場
合
「
北
山
西
嶺
」
の
四
字
を
も
つ
て
即
ち
妙
光

寺
の
こ
と
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
」
と
述
べ
る
。
こ

の
点
、
別
府
節
子
「
伝
耕
雲
明
魏
筆 

歌
集
切
に
関
す
る
考
察
─

付 

南
北
朝
時
代
末
期
の
耕
雲
明
魏
と
禅
林
」（『
出
光
美
術
館
研

究
紀
要
』
五
号
、
一
九
九
九
・
九
）
も
同
様
。

（
９
） 

前
掲
注
（
８
）
別
府
論
考
。

（
10
） 桐
田
貴
史
「［
古
文
書
め
ぐ
り
］
石
水
博
物
館
の
歴
史
資
料
」（『
古

文
書
研
究
』
九
一
号
、
二
〇
二
一・
六
）
に
拠
れ
ば
、
川
喜
多
家
は

南
朝
関
連
の
典
籍
を
蒐
集
、
津
藩
の
漢
学
者
で
あ
っ
た
齋
藤
拙
堂

が
天
保
年
間
に
同
家
の
南
朝
関
連
典
籍
を
閲
覧
し
て
い
る
。
桐
田

氏
の
ご
教
示
に
拠
れ
ば
、『
耕
雲
歌
巻
』
は
天
保
頃
ま
で
に
は
同

家
に
存
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

（
11
） 本
書
は
石
水
博
物
館
企
画
展
「
重
要
文
化
財 

佐
藤
家
文
書
の
世

界
―
戦
乱
の
時
代
を
生
き
る
」（
二
〇
二
一
年
六
月
～
九
月
）
に

参
考
出
陳
さ
れ
た
（
図
録
に
は
不
掲
載
）。
同
展
に
お
け
る
展
示

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
「
江
戸
前
期
写
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
石
水

博
物
館
の
ご
高
配
を
賜
っ
て
調
査
を
行
な
い
、
後
述
の
よ
う
に
室

町
初
期
・
耕
雲
自
筆
本
と
判
断
し
た
。
ご
批
正
を
賜
り
た
い
。

（
12
） 本
誌
『
実
践
国
文
学
』
一
〇
一
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
刊
行
予
定
）

に
「
石
水
博
物
館
蔵
『
耕
雲
歌
巻
』（
耕
雲
自
筆
本
）
紹
介
―
影
印
・

翻
刻
・
解
題
」
を
掲
載
す
る
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

（
お
お
は
し　

な
お
よ
し
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）


